
 

平成３０年度簡易水道事業の概要と事業の経営方針 

   平成３０度予算の編成にあたっては、平成２９年度から引続き東秩父村簡易

水道事業基本計画等の策定を行います。計画策定により、現状を分析・評価し、

中・長期的な視点において、災害に強く安心、安全な水の安定供給の向上と経

営基盤の強化を目指すための将来像・目標設定をするとともに、実現可能な計

画を策定するものです。また、水道が住民の日常生活に直結し、その健康を守

るために欠くことのできないものである為、老朽管等布設替工事及び施設修繕

工事を進め、水道施設並びにこれら周辺の清潔保持等、水道水の安心、安全で

安定した供給に必要な施策を講じるなど、能率的な運営を基本として予算編成

を行いました。 

 

 

歳入に関する事項 

１款 分担金及び負担金         １，５０１，０００円 構成比１．３％        

（前年度比＋９４５，０００円 １７０．０％増） 

２款 使用料及び手数料       ４９，９２８，０００円 構成比４１．９％ 

（前年度比＋１,３９５，０００円 ２．９％増） 

３款 繰 入 金       ６０，２１１，０００円 構成比５０．５％ 

（前年度比＋３，７６８，０００円 ６．７％増） 

４款 繰 越 金         ７，４０７，０００円 構成比６．２％ 

 （前年度比＋３，９９２，０００円 １１６．９％増） 

５款 諸 収 入            ５３，０００円 構成比０．１％  

（前年度同額） 

   

歳出に関する事項 

１款 総 務 費        １１，４０５，０００円 構成比９．６％ 

     （前年度比－１，２２３，０００円 ９．７％減） 

２款 衛 生 費       ９２，３２６，０００円 構成比７７．５％ 

           （前年度比＋１１，３２４，０００円 １４．０％増） 

 ３款 公 債 費       １４，３６９，０００円 構成比１２．１％  

（前年度比－１，０００円 ０．０１％減） 

４款 予 備 費        １,０００，０００円 構成比０．８％ 

（前年度同額） 


